○一般職の職員の給与に関する条例施行規則

別記第１号様式（第８条関係）
扶　養　親　族　認　定　申　請　書

	任　命　権　者
	勤　務　の　場　所
	申　　　請　　　者

	
	
	職　　名
	氏　　　名
	印

	
	
	
	
	


　一般職の職員の給与に関する条例第16条の規定による扶養手当の支給を受ける扶養親族として次のとおり申請します。

	扶養親族氏名
	続柄
	生年月日
	同居別

居の別
	職　業
(月収)
	申請の
理　由
	備　考
	認定印

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１　申請書には、扶養親族全員を記載すること。
　　　２　職業欄には、勤務先のある場合はその名称等を具体的に、月収は勤労所得ばかりでなく、資産所得および事業所得等もあればこれを見積り、所得の種類ごとにその金額を記入すること。

　　　　余白のない場合は、備考欄に記入して差しつかえない。

　　３　この申請書を提出するときは、規則第８条に規定する書類を添付のこと。

別記第２号様式（第８条関係）

扶　養　親　族　異　動　認　定　申　請　書

	任　命　権　者
	勤　務　の　場　所
	申　　　　　請　　　　　者

	
	
	職　　　　名
	氏　　　　名
	印

	 　　　　　　　　様
	
	
	
	


　　一般職の職員の給与に関する条例第16条の規定による扶養手当の支給を受ける扶　養親族が異動したので次のとおり申請します。

	扶養親族

氏　　名
	続柄
	生年月日
	同居別

居の別
	職　　業

（月　収）
	異　動

年月日
	異動の

理　由
	認定印

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１　申請書には、異動の分のみ記入すること。

　　　２　異動の理由は、具体的に記入すること。

　　　３　職業欄には、勤務先のある場合は、その名称等を具体的に、月収は勤労所得ばかりでなく、資産所得及び事業所得等もあればこれを見積り、所得の種類ごとにその金額を記入すること。

　　　４　この申請書を提出するときは、規則第８条に規定する書類を添付のこと。

別記第３号様式（第13条第１項関係）
住　居　届　（　借　家　等　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　月　　日提出）
	任命権者

　　　　　　　　　　　様
	所　属　名
	
	主な届出の理由（該当事項に○を付けること。）

　新規

　住居の変更

　契約関係の変更（契約の更新を含む。）

　家賃の額の改定

　その他

上記事実の発生年月日　　　　　年　　月　　日

	職　名
	
	氏　名
	
	

	　一般職の職員の給与に関する条例施行規則第13条第１項の規定に基づき、居住の実情を届け出ます。
（契約書の写し等　　　通添付）
（家賃領収書等　　　　通添付）

	契　　約　　の　　内　　容
	 eq \o\ad(住宅の所在地,　　　　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(住宅の種類,　　　　　　　　)
該当事項に○をつ
けること。
	　　　　　・公営住宅

・借家　　・民間借家　　・借間　　・まかない付下宿

　　　　　・その他
	住宅の

契　約

面　積
	㎡



	
	 eq \o\ad(住宅の所有者,　　　　　　　　)
	　　　　　　　　　　　　続柄（　　　）
	住 所
	

	
	 eq \o\ad(住宅の貸主,　　　　　　　　)
	　　　　　　　　　　　　続柄（　　　）
	住 所
	

	
	 eq \o\ad(住宅の名義上,　　　　　　　　)
 eq \o\ad(の借主,　　　　　　　　)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（借主が職員でない場合）　□ある

　　　　　　　　　　　　続柄（　　　）　　借主が職員の扶養親族で　□ない

	
	 eq \o\ad(家賃等,　　　　　　　　)
	　月額　　　　　　　　円　（　　　　年　　月　　日　から）

	
	 eq \o\ad(契約期間,　　　　　　　　)
	　　　　　　年　　月　　日　から　　　　　年　　月　　日　まで

	　入　　居　　日　　　　　　　　　　　年　　月　　日

	※　上記家賃には　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（該当事項に○を付けること。）

　・居住に関する支払額に食費等が含まれている。（まかない付下宿）

　・居住に関する支払額に電気、ガス又は水道の料金が含まれている。（光熱費込みの借間）



	　上記のとおり相違ないことを確認しました。

　（条例第22条第１項第１号に規定する住居手当の額は月額　　　　　　　　　　　　円）

　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	　備　考

	

	

	


別記第４号様式（第13条第２項関係）
住　居　届　（　持　家　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　月　　日提出）
	任命権者

　　　　　　　　　　　様
	所　属　名
	
	主な届出の理由（該当事項に○を付けること。）

　新規

　新築（保存登記済）入居

　購入（移転登記済）入居

　その他

上記事実の発生年月日　　　　　年　　月　　日

	職　　名
	
	氏　　名
	
	

	　一般職の職員の給与に関する条例施行規則第13条第２項の規定に基づき、住宅の所有及び居住の実情を届け出ます。

	住　宅　の　内　容
	 eq \o\ad(住宅の所在地,　　　　　　　　)
	
	家屋番号
	

	
	住宅の種類・構造
	
	住 宅 の

床 面 積
	㎡


	
	 eq \o\ad(住宅の所有者,　　　　　　　　)
	

	
	（住宅購入の場合）

売主・住所・氏名
	

	居　住　の　実　情
	 eq \o\ad(入居年月日,　　　　　　　　)
	　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	
	 eq \o\ad(入居者氏名,　　　　　　　　)
続　　　　　　柄
	氏　　　　　　　名
	続　柄
	氏　　　　　　　名
	続　柄

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	 eq \o\ad(新築・購入年月日,　　　　　　　　　　)
	　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	所有権保存登記年月日
	　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	所有権移転登記年月日
	　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	※　添付書類

　１　登記事項証明書又は登記済権利書（写）

　２　工事完了引渡証明書（写）又は建物の表示登記済証（写）及び売買契約書（写）



	　条例第22条第１項第２号に規定する要件を具備していることを確認しました。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　




別記第５号様式（第13条関係）

 eq \o\ad(住居手当受給要件喪失届,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	任命権者

　　　　　　　様
	所属名
	
	届　出
年月日
	　　　年　　　月　　　日

	
	職　名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(◯,印)

	
	
	
	
	

	　一般職の職員の給与に関する条例第22条第１項第１号及び第２号の要件を欠くことになったので、同条例施行規則第13条第３項の規定により届け出ます。

	 eq \o\ad(受給要件喪失,　　　　　　　　)
 eq \o\ad(年月日,　　　　　　　　)
	　　　　　　　　年　　　月　　　日

	 eq \o\ad(喪失事由,　　　　　　　　)
	

	備　　　　　　考
	


別記第６号様式（第14条関係）

住　　居　　手　　当　　認　　定　　簿

	所　　属
	
	
	
	
	氏　　　名
	

	 届出の理由
	提 出 年 月 日
	受 理 年 月 日
	決定家賃額
借家
 　　　　　のみ
借間
	支給の始期等
	住　居

手当の

月　額
	 一般職の職員の給与に

 関する条例第22条およ

 び同条例施行規則の規

 定に従い左記のとおり

 決定（改定）する。
	 条例第22条第２項
第２号かっこ書の
手当額を受ける職
員の場合は５年を
経過する年月日

	発 生 の 年 月 日

（改正の年月日）
	内容
	
	
	
	
	
	
	

	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	
	年　月　日
	　　　年　月　日
	円
	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	円
	年　月　日
職氏名　　　　　　　印
	年　　月　　日

	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	
	年　月　日
	　　　年　月　日
	円
	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	円
	年　月　日

職氏名　　　　　　　印
	年　　月　　日

	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	
	年　月　日
	　　　年　月　日
	円
	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	円
	年　月　日

職氏名　　　　　　　印
	年　　月　　日

	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	
	年　月　日
	　　　年　月　日
	円
	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	円
	年　月　日

職氏名　　　　　　　印
	年　　月　　日

	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	
	年　月　日
	　　　年　月　日
	円
	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	円
	年　月　日

職氏名　　　　　　　印
	年　　月　　日

	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	
	年　月　日
	　　　年　月　日
	円
	年　　月　　日

　　　　から

　　　　まで
	円
	年　月　日

職氏名　　　　　　　印
	年　　月　　日

	


別記第７号様式（第20条関係）

通　勤　状　況　（　変　更　）　届

	　　　　私の通勤状況について、一般職の職員の給与に関する条例施行規則第20条の規程により届

　　　け出ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　任命権者　　　　　　　　　　　　　　　　様



	所属確認
	課　　長
	課長補佐
	係　　長
	係
	　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　職名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)


	
	
	
	
	
	

	届出の理由
	１．新　規　　　２．変　更（非該当、通勤区間変更、通勤方法変更、運賃改定）

	通勤区間
	新
	旧

	
	居住地
	（住所）
	居住地
	（住所）

	
	勤務地
	（施設名）
	勤務地
	（施設名）

	
	
	（住所）
	
	（住所）

	
	停留所
　交通機

　関利用

　のみ
	（乗車）
	停留所
　交通機

　関利用

　のみ
	（乗車）

	
	
	（下車）
	
	（下車）

	通勤方法

	汽車・バス・自動車・オートバイ等

自転車・徒歩（　　　　　　　　）
	汽車・バス・自動車・オートバイ等

自転車・徒歩（　　　　　　　　）

	定期券の額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円
	　　　　　　　　　　　　　　　　円

	通勤開始又は

変更年月日
	　　　　　年　　　　月　　　　日


	（備考）



	

	決裁
	課　　長
	課長補佐
	係　　長
	係
	　　上記届出について、次のとおり処理してよろしいか
伺います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	
	
	
	

	○通勤距離　　　　　　　　　メートル　　　　　　　　　　○通勤方法　　　　　　　　　　　　　　

○通勤手当支給額　　　有　　　無　　　　　　　　　　　　○備　考

　　　既　支　給　　　　　　　　　　　　　円
　　　　月分からの支給額　　　　　　　　　円

　


（裏 面）

	　　　通勤経路の略図（自宅から勤務場所まで詳細に記入して下さい。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ







	　　　担当者計測欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メートル


別記第８号様式（第26条関係）

個人別特殊勤務命令書兼確認報告書（ 月 額 分 ）

月分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課
	 　　　　　　種類

 　　　支

 　　　　 出

 　　　月　　科

 　　　　　　　目

　　　　　　額　　　　

　　　　区

 　　　　　　　分
	 　　　号　　　　　番

 　　　　　　　　　　　　　　　　　手当
	 　　　号　　　　　番

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　手当

	
	 （款）

 　　（項）

 　　　　（目）
	 （款）

 　　（項）

 　　　　（目）

	
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	
	月の初日か
ら末日まで
右の日数が
なく勤務し
た 場 合
	給与条例施行規則

第25条の規定によ

る勤務をしなかっ

た場合

（注１参照）
	月の初日か
ら末日まで
右の日数が
なく勤務し
た 場 合
	給与条例施行規則

第25条の規定によ

る勤務をしなかっ

た場合

（注１参照）

	氏　　名
	 eq \o\ac(○,Ａ)
	月　　日
	日　数
	 eq \o\ac(○,Ａ)
	月　　日
	日　数

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	 　　  計
	 　　　　　　　人
	
	 　　日
	 　　　　　　　人
	
	 　　日


　上記のとおり命令し、確認したので報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　任命権者　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属長　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
注１　給与条例施行規則第25条（特殊勤務手当の減額）中、「任命権者が特に認めた日以外において勤務しなかったとき」とは、月の初日から末日までの間に、忌引、　　法要、結婚、配偶者出産及び特別理由による特別休暇、職務専念義務免除並びに外国出張で１日の勤務時間の全時間を勤務しなかった日数をそれぞれ合計して６日以上になる場合並びに病気休暇、特別休暇、欠勤、育児休業、病気休職、刑事休職、派遣等休職、停職等により、１日の勤務時間の全時間を勤務しなかった場合をいう。（この場合日割計算をする。）

　２　種類欄の「号・番」とは、同規則別表第５の区分欄の数を「号」に、支給の範囲欄の数を「番」に読み替えて記入すること。

　３　区分欄 eq \o\ac(○,Ａ)に該当する場合は、○印を記入すること。

別記第８号様式の２（第26条関係）

個人別特殊勤務命令書兼確認報告書（ そ の 他 分 ）

月分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課
	 　　　　　　種類

 　　　支

 　　　　　出

 　　　　　　 科

 　　　単　　　目

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　価

　　　　区

 　　　　　　　分

氏　　名
	 　　　号　　　　　番

 　　　　　　　　　　　　　　　　　手当
	 　　　号　　　　　番

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　手当

	
	 （款）

 　　（項）

 　　　　（目）
	 （款）

 　　（項）

 　　　　（目）

	
	 　　　　　　　　　　　　　　　　円　 eq \o\ac(○,Ａ)
	 　　　　　　　　　　　　　　　円　 eq \o\ac(○,Ａ)

	
	回　数　　 eq \o\ac(○,Ｂ)
時　間
	　手当額　　 eq \o\ac(○,Ａ)× eq \o\ac(○,Ｂ)
	回　数　　 eq \o\ac(○,Ｂ)
時　間
	　手当額　　 eq \o\ac(○,Ａ)× eq \o\ac(○,Ｂ)

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	 　　　　　　　回
	 　　　　　　　　　円
	 　　　　　　　回
	 　　　　　　　　円


　上記のとおり命令し、確認したので報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　任命権者　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属長　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
注　種類欄の「号・番」とは、同規則別表第５の区分欄の数を「号」に、支給の範囲欄の数を「番」に読み替えて記入すること。

別記第９号様式（第34条の５関係）
管理職員特別勤務実績簿
	　　年　　月分
	所属
	職名
	管理職手当の区分

　　　　　　　　　　号
	氏名

	所属

長確

認印
	日
	曜日
	週休日・休日
等の区分
	勤務の内容
	週休日等の振替え等が行えなかった理由
	勤務した時間

①

　時　分から

　時　分まで
	左のうち休憩等の時間

②

（　時間　分）
	実働時間数

①－②

（時間　分）
	手当額

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	
	
	
	週休日

休日等
	
	
	：
	：
	：
	円

	
	
	
	
	
	
	：
	
	
	

	備考
	６時間以下の回数
（100/100）
	回
	手当支払額計
	円

	
	６時間を超える回数

（150/100）
	回
	
	


　１　勤務の内容欄及び週休日の振替え等が行えなかった理由欄には、その内容を具体的に記入すること。

　２　備考欄には、当該勤務にかかる管理職員特別勤務手当の支給に関し、参考となる事項を記入すること。

別記第10号様式（第35条の10関係）

処　　分　　説　　明　　書

	処分者
	任命権者

	被処分者
	離職時の
所　　　属
	
	EQ \* jc2 \* "Font:明朝体" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(ﾌﾘ),氏)　　　EQ \* jc2 \* "Font:明朝体" \* hps12 \o\ad(\s\up 14(ｶﾞﾅ),名)
	

	
	離職時の
職　　　名
	
	離職時の
級・号給
	職

級　　　号給

	
	採用年月日
	年　　月　　日
	離職年月日
	年　　月　　日

	処分の内容
	処分発令日
	年　　月　　日
	
	年　　月　　日

	
	根　拠

条　項
	一般職の職員の給与に関する条

例　第34条の３第１項第　　号
	処分の対象

となる手当
	期末手当

期末手当及び勤勉手当

	
	（刑事事件との関係）

起訴日　　　　　　年　　月　　日

逮捕日　　　　　　年　　月　　日
	（一般職の職員の給与に関する条例施行

規則第35条の７の規定による組合長との

協議の終了日）　　　　年　　月　　日

	 一時差止処分の理由

 　　　　　　　　　　　　　　（思料される犯罪に係る罪条　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（教示）

この処分について不服があるときは、この処分を受けた日の翌日から起算して60日以内に滝川地区広
域消防事務組合長に対し不服申立てをすることができます。また、この処分書を受けた日の翌日から起
算して60日が経過した後においては、この処分の後の事情の変化を理由に滝川地区広域消防事務組合長
に対し、この処分の取消しを申し立てることができます。

なお、この処分は、次のいずれかに該当する場合には取り消され、一時差し止められている期末手当
又は勤勉手当が支給されます。

１　この処分の理由となった行為に係る刑事事件に関し禁固以上の刑に処せられなかった場合

２　この処分の理由となった行為に係る刑事事件につき公訴を提起しない処分があった場合

３　被処分者が在職期間中の行為に係る刑事事件に関し起訴をされることなくこの処分に係る期末手当
又は勤勉手当の基準日から起算して１年を経過した場合（ただし、被処分者が在職期間中の行為に関
し現に逮捕されているときその他これを取り消すことがこの処分の目的に明らかに反すると認めると
きは、この限りでない。）

４　処分者が、この処分後に判明した事実又は生じた事情に基づき、期末手当又は勤勉手当の支給を差
し止める必要がなくなったと認める場合


